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展示・講演のご案内

■平成２４年度第４回特別展示 伊藤彌太～表現の軌跡～
期間：平成２４年１２月２０日（木）～平成２５年1月３０日（水）１０：００～１７：００
会場：２階 特別展示室

近代美術館共催。大館市出身の洋画家伊藤彌太（明治２５年～）の６０年あまりの画業を戦後画
へ 国画会へ出品した作品を中心に紹介します。

■第２回読書のつどい 加藤正人講演会「文学から映画の世界へ」
日時：平成２５年２月２日（土）１３：００～１５：００
会場：秋田市文化会館

県総合政策課県民読書推進班・県立図書館共催
２０１２年公開の映画「天地明察」等を手がけた 能代市出身の脚本家・加藤正人氏の講演会です。

１２月２８日（金）～１月３日(水)
は、年末年始期間のため休館となり
ます。返却はブックポストへどうぞ
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県立図書館の大きな役割の一つに、県内の市町村図書館の支援があり
ます。年間合計で３万冊近くにもなる資料の貸出や職員研修の実施、巡
回訪問など、県内の図書館活性化のための取り組みを行っています。今
年度は、県内に７０館ある公立図書館・公民館図書室を１５０回訪問し、
業務に関する様々なアドバイスと館内レイアウトの改善・資料展示の工
夫への手助けを行うほか、市町村の希望に応じた出前研修等を実施して
います。

県立図書館で提供している雑誌の充実と県内の企業・商店等の情報
発信を兼ねて、今年度から雑誌スポンサー制度を導入しました。
「打って出る司書」の広報活動により、現在２０社の企業から雑誌を
寄贈していただいています。県立図書館にとっては地元産業の支援と
資料収集、企業にとっては社会貢献活動と広報につながるこの制度を、
これからも続けていきたいと考えています。

打って出る司書

県立図書館の司書が専門的知識や経験を活かして県内各地に出向き、「打って出る司書」として秋田県の
図書館活性化のため活動中です。いくつかの取り組みをご紹介します。

出前研修の様子

雑誌カバーにスポンサー
企業名のラベルを貼付

■雑誌スポンサー制度の実施

■市町村図書館への支援
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秋田ふるさとセミナー

交換展示とは、図書館の所蔵資料や自治体のポ
スター、パンフレットを交換して、お互いの県を
紹介しあい、観光に結び付ける取り組みです。こ
れまで秋田県立図書館では、宮城県、奈良県、福
井県と交換展示を行ってきました。
今年度は鳥取県との交換展示が企画され、本年

５月１７日～６月２８日、当館で「山陰海岸とジ
オパークの魅力」展が行われました。鳥取県立図
書館との連携によって、鳥取県の魅力を写真やポ
スターで紹介し、多くの来場者がありました。
秋田側の展示として、１１月９日（金）～１２

月２７日（木）、鳥取県立図書館で「あきたび
じょん～冬の秋田を楽しみませんか？」と題して

秋田県の観光をＰＲする展示が行われました。
秋田県のキャッチコピー｢あきたびじょん｣の

ポスターを中心に、県内各地の小正月行事や観
光ポスター、パンフレット、チラシ、なまはげ
の面や民芸品等が展示されました。
パンフレットやチラシは早々に品切れが出る

等、好評だったとのことです。違う地域の文化
や自然、風景に触れることのできる「交換展
示」に、今後も様々な図書館や団体と連携しな
がら、積極的に取り組んでいきたいと考えてい
ます。

「冬の秋田を楽しみませんか？～鳥取県立図書館との交換展示～」

れ

■秋田県金融広報委員会と共催の「子育て世代のライフプラン」は
１１月１７日（土）、１２月１日（土）の２回シリーズでの開催と
なりましたが、参加者からは「より詳しく知りたい」「シリーズ化
して欲しい」などの要望が寄せられ、生活課題支援へのニーズの高
さが感じられました。

子育て世代のライフプラン

秋田をまなぶ講座シリーズ

秋田ふるさとセミナー

秋田県デジタルアーカイブ

―図書館システムの更新に伴う新たなＩＴセンターサービスのご紹介―

秋田県デジタルアーカイブは、県立図書館
をはじめとした県内の各機関が所有するデジ
タル化資料やデータを一元的に検索・閲覧で
きるポータルサイトです。
平成２４年１２月現在、県立図書館及びあ

きた文学資料館、県立近代美術館の画像・音
声・テキストデータが約５２万件登録されて
おり、今後も、県立博物館、県埋蔵文化財セ
ンター、県公文書館のデジタル化資料が登録
され、様々な資料が検索・閲覧できるように
なります。

インターネットに接続された機器をお持ち
であれば、どなたでも無料でご利用いただく
ことができますので、各機関のトップページ
からアクセスしてください。
今後は、デジタル化資料を多数所有してい

る各市町村にもデジタルアーカイブに参加し
てもらい、地域に根ざした貴重な資料を広く
公開することを目指すとともに、学校での授
業等で活用してもらうことも期待されます。

秋田県デジタルアーカイブのトップ画面。ここ
から様々な検索が可能になります。

秋田県指定文化財「御曹子島渡り」のデジタル
資料。高精細画像により拡大しても鮮明に表示
されます。

「電子書籍提供サービス」は、遠方にお住まい
の方や、仕事で忙しい方、高齢者及び子育て中
のお母さんなど主に来館が難しい方々に向けた
「非来館型サービス」の一つとして、近年急速
に発達した携帯型情報端末を使用した新たな
サービスです。秋田県立図書館では、都道府図
書館としては全国初となるこのサービスを１０
月１９日より開始しました。

電子書籍提供サービス

平成２４年１２月現在、一般雑誌・書籍が約７００冊、
県立図書館所蔵貴重資料が約１３００冊の計２０００冊を
用意しており、今後も提供資料は増やす予定です。
ご利用になるには、県立図書館への利用登録（図書利用

カードの発行）を行い、パスワードの発行を受けてくださ
い。また、必要機器としては、スマートフォン・タブレッ
ト端末とインターネット環境が必要です。
閲覧には専用アプリ（機器で電子書籍を閲覧するための

ソフト）をインストールする必要があります。詳しくは県
立図書館のホームページをご覧いただくか、直接お問合せ
ください。

タッチ操作で利用も簡単、操作も自由に

スマートフォン、タブレット
でご利用いただけます。

鳥取交換展示写真in鳥取鳥取交換展示写真in秋田

■読書の秋、図書館もイベントが目白押しでした。県立図書館主催
の１０月２６日（金）「秋田ふるさとセミナー」では「日本美術院と
高橋萬年」と題し、県立近代美術館の河野元昭館長にお話いただきま
した。

■放送大学秋田学習センターと共催の「秋田を学ぶ講座シリーズⅣ」では、
１０月２７日（土）「秋田のことばを考える」（秋田大学特別教授佐藤稔
氏）、１１月１０日（土）「南極での越冬体験を語る」（秋田大学技術専
門職員 二部恒美氏）のいずれも参加者が熱心に聞き入る姿が見られまし
た。


